
                       ●調理上の配慮●
                        ：年齢や個人差を考慮して、切り方、分量、味付け、盛り付けに留意する。
                        ：喫食状況を把握する。
                        ：旬の食材を取り入れ季節の野菜の美味しさに関心を持たせる。

                       ●給食目標●
　　　　　　　　●家庭への連絡●                        ：季節を感じながら、食に関心を持ち、元気な体と豊かな心を育てる。

　　　　　　　　：食事の大切さを知らせる。

５月

食べ物を大切に思う心を大事にし、言葉で伝えましょう。

少し回復してきたら、消化の良いうどんやおかゆなどから食べ始めましょう。
食欲がないときでも水分だけは十分にとるようにしましょう。

＊入園してひと月が過ぎた頃、集団生活が始まるとどうしても
避けられない感染症でのお休みが目立ちます。

楽しくたべる

        ＊給食を通して食事の大切さ楽しさを知る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　給食　　田中　千登世

「いただきます」　「ごちそうさま」の意味をご存知ですか？

「いただきます」とは、「あなたの命を頂いて、私の命に代えさせて頂きます」という意味です。
古くから人は自然の恵みをもらって生きてきました。米や豆、野菜や果物、肉や魚など私達が口にする
すべての食物はみな命をもっており、それを少しずつ分けていただいて、私達は命をつないでいます。
どんな命もかけがえのない大切な命です。自然への感謝の気持ちが、いただきますという言葉に
こめられています。「いただきます」とは、子どもに対して命の尊さを最初に教える大切な言葉です。

「ごちそうさま」という言葉です。

「ごちそうさま」を漢字で書くと、「ご馳走様」ですね。「馳」も「走」ともに「走る」という意味を持ちます。
食卓に料理を並べる為に、食材を買い集めるために走る人がおり、また、その食材を育てる為に走る
人がいます。
このように、たくさんの人が走り回って、やっと私達の食卓に料理が並ぶのです。
料理に対しての感謝だけでなく、関わったすべての人々に対して感謝の気持ちを表した言葉が

う！

主題 ： 旬の食材を味わおう！


